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2月の主な活動
 3日 労働相談ダイヤル研修会
 5日 第2回労働条件委員会
 8日 第61回地方委員会
 8日～10日
  労働相談ダイヤル
 13日 第2回政策委員会
 14日 第4回四役会議
 15日 第6回県議会議員懇談会
 15日  新潟県・食と環境ネット

ワーク第11回総会
 23日 第4回執行委員会
 23日 第30回労使懇談会
 27日 新潟労働局要請
  新潟県要請
  新潟県社会保険労務士会要請

日時　２０１８年３月３日（土）15：30～
会場　新潟市・万代シルバーホテル

にいがたユニオン
第24回 定期総会

と　き　３月１日（木）18：30～
ところ　新潟市音楽文化会館

※終了後、デモ行進

2018春季生活闘争
新潟県中央総決起集会

（連合新潟・新潟地協の共催）

第89回
新潟県中央メーデー

日時：２０１８年４月２８日（土）
会場：新潟市陸上競技場

連合国際女性デー
第25回にいがた集会
日時　２０１８年３月１１日（日）
　　　　10：00～12：00
会場　新潟駅前ガレッソホール

各地協 総決起集会日程
地協・支部名 日　　時 会　　　場

下 越
（新発田・阿賀野）

3月20日（火）
18：15

新発田市
カルチャーセンター

胎 内 支 部 4月5日（木）
18：00 胎内市・常の家

新潟/県中央 3月1日（木）
18：30 新潟市音楽文化会館

佐 渡 3月16日（金）
18：30

佐渡市・
金井コミュニティーセンター

県 央 3月12日（月）
18：30

三条市・
リサーチコア（7階）

中 越 3月2日（金）
18：00 長岡市勤労会館（3階）

（見　附） 3月9日（金）
18：30 見附中央公民館

（南魚沼） 3月8日（木）
18：30 ふれ愛支援センター

（小千谷） 3月2日（金）
18：00 サンラック小千谷

（北魚沼、十日町）未定

柏 崎 3月6日（火）
18：30 柏崎市産業文化会館

上 越 3月1日（木）
18：30

上越市・
高田公園オーレンプラザ

糸魚川支部 3月7日（水）
18：30

糸魚川市・
ビーチホールまがたま

※ 未定の各支部の開催場所・日程は各地協へお問い合わせください。

　

二
月
八
日
、
新
潟
市
・
万
代

シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、
昨
年

一
一
月
の
第
二
七
回
定
期
大
会

で
退
任
さ
れ
た
齋
藤
前
会
長
に

感
謝
し
激
励
す
る
会
が
開
か
れ
、

お
よ
そ
一
五
〇
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

米
山
県
知
事
や
篠
田
新
潟
市

長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
よ
り

感
謝
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
ほ

か
、
多
数
の
関
係
者
か
ら
も
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

　

齋
藤
前
会
長
は
、
連
合
新
潟

発
足
当
初
か
ら
青
年
委
員
会
委

員
長
・
委
員
長
代
行
と
し
て
携

わ
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
執

行
委
員
、
事
務
局
長
、
会
長
を

務
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
、

　

二
月
八
日
、
新
潟
市
・
万
代

シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
第
六
一
回

地
方
委
員
会
を
開
催
し
、
役
員
、

地
方
委
員
な
ど
お
よ
そ
一
〇
〇

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

牧
野
会
長
は
、
冒
頭
の
あ
い

さ
つ
で
①
春
季
生
活
闘
争
、
②

組
織
課
題
、
③
政
治
活
動
の
三

点
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

①
働
く
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、「
人
へ
の
投
資
」

が
不
可
欠
で
あ
る
。
月
例
賃
金

の
引
き
上
げ
に
こ
だ
わ
り
、
賃

金
引
き
上
げ
の
流
れ
を
継
続
・

定
着
さ
せ
る
。

　

②
「
組
織
拡
大
」
に
つ
い
て
、

連
合
新
潟
の
組
織
人
員
は
厚
生

労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
一
一

万
九
一
六
三
人
。
連
合
新
潟
の

調
査
で
は
一
〇
万
八
二
六
〇
人

で
あ
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
目
標

の
「
一
六
万
連
合
新
潟
」
に
向

け
て
、
構
成
組
織
・
各
地
域
協

議
会
と
連
携
し
邁
進
し
た
い
。

　

続
い
て
「
社
会
運
動
と
事
業

連
帯
」
に
つ
い
て
、
連
合
新
潟

は
新
潟
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

（
新
潟
県
労
福
協
）
の
主
要
組

織
で
あ
る
。
新
潟
県
労
福
協
の

事
業
の
柱
で
あ
る
「
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
は
じ
め
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
の
「
パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
や

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」、「
よ
り
そ

い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
も
、
誤
っ

た
国
の
政
策
に
よ
り
必
要
と
な

齋
藤
前
会
長
に

　
　
　

感
謝
と
激
励

春
季
生
活
闘
争
に
む
け
て
決
意
を
固
め
る

働く者のモチベーションの向上、
労働運動の強化

第
六
一
回
地
方
委
員
会

新
潟
県
労
福
協
・
理
事
長
や
新

潟
労
働
委
員
会
・
労
働
側
委
員

な
ど
を
務
め
て
お
り
、
働
く
者

の
側
に
立
っ
た
活
動
に
深
く
寄

与
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

っ
た
事
業
と
い
え
る
。
課
題
解

決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
新
潟
県
総
合
生
協
」
は
事
業

の
大
き
な
転
換
点
に
あ
る
。
一

月
八
日
か
ら
宅
配
事
業
「
コ
ー

プ
ク
ル
コ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

六
月
に
は
共
済
事
業
の
全
労
済

へ
の
統
合
に
む
け
進
め
ら
れ
て

い
る
。
新
し
い
組
織
・
事
業
を

力
強
く
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
総

合
生
協
事
業
へ
の
引
き
続
き
の

協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

③
昨
年
秋
の
総
選
挙
以
降
、

野
党
再
編
の
混
乱
は
解
消
せ
ず
、

連
合
と
し
て
も
方
針
を
示
す
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

勝
利
し
た
四
人
の
推
薦
国
会
議

員
な
ど
と
引
き
続
き
連
携
し
、

連
合
の
政
策
の
実
現
と
意
見
反

映
の
た
め
「
米
山
知
事
と
連
携

す
る
新
潟
県
民
の
連
帯
」
の
枠

組
み
を
立
ち
上
げ
た
。

　

県
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
、

統
一
会
派
「
未
来
に
い
が
た
」

の
所
属
議
員
を
増
や
す
た
め
の

準
備
を
す
す
め
て
い
る
。
構
成

組
織
か
ら
の
候
補
擁
立
や
、
地

域
に
お
い
て
連
合
の
政
策
実
現

に
協
力
し
て
く
れ
る
人
財
の
発

掘
を
あ
ら
た
め
て
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
各
級
選
挙
に
お
い
て
連

合
新
潟
推
薦
議
員
の
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
改

め
て
強
く
要
請
す
る
。

　

審
議
事
項
で
は
春
季
生
活
闘

争
、
第
四
八
回
衆
議
院
選
挙
の

ま
と
め
、
年
間
主
要
活
動
日
程

が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
方
委
員
会
の
終
了
後
、
連

合
本
部
労
働
条
件
・
中
小
労
働

対
策
局
の
大
久
保
暁
子
局
長
を

講
師
と
し
て
「
二
〇
一
八
春
季

生
活
闘
争
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
春
季
生
活
闘
争
に
お

け
る
具
体
的
な
重
点
内
容
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

働く者のモチベーションの向上、
労働運動の強化
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全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、組合員の皆さま

の安心とゆとりある暮らしをめざしています。出資金をお支払いいただいて都道府県

生協の組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。

新潟県では、総合⽣協が全労済から
業務を受託して実施しています。

1517A022

土曜相談会 3月は10日に開催
17%

22%

61%
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昨
年
の
一
月
に

保
育
園
に
通
う
娘

達
か
ら
人
生
初
め

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
感
染
し
ま
し

た
。
先
日
上
の
娘

が
熱
を
出
し
様
子

を
見
て
い
る
と
熱
が
ど
ん
ど
ん

上
が
り
・
・
・
ま
さ
か
二
年
連

続
か
と
思
い
す
ぐ
に
か
か
り
つ

け
の
小
児
科
へ
。
診
断
結
果
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
く
風

邪
で
し
た
。
娘
も
す
ぐ
に
体
調

が
戻
り
、
ホ
ッ
。
今
年
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
て
い

ま
す
が
、
簡
単
な
予
防
策
と
し

て
は
外
出
後
の
「
手
洗
い
」
の

よ
う
で
す
ね
。�

（
Ｈ
）

地
域
と
連
携
し
た
活
動
の

�

強
化
を
進
め
る

働
き
続
け
た
い
！

な
ぜ
辞
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
!?

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
雇
止
め
・
雇
用
不
安

全
国
一
斉
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

一
月
二
〇
日
、
新
潟
市
・
ガ

レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
、
二
〇
一
八

年
度
連
合
新
潟
第
一
回
地
協
代

表
者
会
議
を
開
催
し
、
二
九
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
二
〇
一
八
春
季

生
活
闘
争
に
関
し
て
、
連
合
新

潟
の
春
季
生
活
闘
争
方
針（
案
）

と
各
種
関
係
団
体
へ
の
要
請
書

の
内
容
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
行
う
と
と
も
に
、
開
始
宣
言

街
頭
宣
伝
や
集
会
、
要
請
行
動

な
ど
の
日
程
と
取
り
組
み
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
政
治
関
係
で
は
、
牧
野

会
長
と
小
林
事
務
局
長
か
ら
、

昨
年
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
第
四

八
回
衆
議
院
選
挙
の
ま
と
め
に

加
え
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
第
一
九
回
統
一

地
方
選
挙
で
の
連
合
新
潟
の
候

補
者
推
薦
要
件
と
推
薦
・
決
定

　

連
合
新
潟
は
、
第
四
八
回
衆

議
院
選
挙
で
推
薦
し
た
衆
議
院

議
員
四
人
及
び
、
第
六
区
総
支

部
長
ら
五
人
と
「
米
山
知
事
と

連
携
す
る
県
民
の
連
帯
」
の
枠

組
み
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

一
月
一
九
日
、
牧
野
会
長
を

含
む
五
人
で
米
山
知
事
を
訪
問

し
、「
お
互
い
の
立
場
を
理
解
・

尊
重
し
米
山
県
政
と
連
携
す

る
」
な
ど
と
し
た
文
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

こ
の
合
意
文
書
に
サ
イ
ン
し
、

連
帯
を
確
認
し
た
の
は
、
左
記

の
六
人
で
す
。

連
合
新
潟　

牧
野
会
長

衆
議
院
議
員

　

第
一
区　

西
村
智
奈
美

　

第
二
区　

鷲
尾
英
一
郎

　

第
三
区　

黒
岩　

宇
洋

　

第
四
区　

菊
田
真
紀
子

民
進
党

　

第
六
区
総
支
部
長

　
　
　
　
　

梅
谷　
　

守

　

連
合
新
潟
は
、
連
合
の
基
本

理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
今
回

の
枠
組
み
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ

れ
の
期
待
す
る
政
策
実
現
に
向

け
た
運
動
を
進
め
て
い
く
と
と

も
に
、
二
〇
一
九
年
に
予
定
さ

れ
て
い
る
統
一
地
方
選
挙
で
も
、

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

米山県政との連携
� 知事を訪問

12～１月ホームページアンケート結果発表
質問：�12～１月のアンケートは「機関紙『連合新潟』

をご存じですか？」でした。
　結果は、６割の方に読んでいただけている一方、
まだまだ浸透する余地があることもわかりました。
これからも読みがいのある機関紙づくりに努めま
す！
　さて、２月のHPアンケートは、今年４月から対
象者がでる『無期転換ルール』に関してです。投票
をお待ちしています。

平和行動 in 根室　
〈根  室〉

2018年９月７日（金）～10日（月）

参加者
募集中！

手
続
き
、
そ
の
他
の
各
種
選
挙

に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
参

加
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
他
に
も
、
連
合
新
潟
組

織
拡
大
・
強
化
へ
の
取
り
組
み

や
、
第
八
九
回
メ
ー
デ
ー
、

「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
！��

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
街
宣
行
動
な
ど
を
は
じ
め
と

し
た
、
様
々
な
運
動
へ
の
取
り

組
み
と
参
加
を
確
認
し
ま
し
た
。

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
担
当
者
研
修
会

　

二
月
の
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
の
開
設
に
向
け
、
二
月
三
日
に
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
担
当
者
研
修
会
を
お
こ
な
い
、

一
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
「
労
働
相
談
の
パ
タ
ー
ン
と
対

応
の
仕
方
」
と
題
し
、
佐
藤
組
織
担
当
ス

タ
ッ
フ
よ
り
労
働
相
談
Ｑ
＆
Ａ
［
第
21

版
］
を
用
い
て
、
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
受
け

る
に
あ
た
っ
て
、
電
話
対
応
の
基
本
や
相

談
の
心
得
な
ど
、
実
際
の
相
談
で
よ
く
あ

る
ケ
ー
ス
や
最
近
の
相
談
の
傾
向
な
ど
も

交
え
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

相
談
ク
イ
ズ
を
実
施
。
事
例
を
も
と
に
対

応
の
仕
方
な
ど
を
考
え
、
そ
こ
か
ら
ど
う

組
織
化
に
つ
な
げ
て
い
く
か
？
を
グ
ル
ー

プ
で
検
討
、
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
最
後
に
は
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

問
題
と
し
て
、
過
去
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定

に
出
題
さ
れ
た
問
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
労
働
相
談
Ｑ
＆
Ａ

は
非
常
に
良
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
を
初
め
て
担
当
す
る
に
し
て

も
、
心
強
い
資
料
と
な
る
。」「
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
は
、
他
の
人
の
意
見
も
聞
け
て
非

常
に
有
効
で

し
た
。」「
大

変
有
意
義
で

し
た
。
単
組

に
戻
っ
て
就

業
規
則
を
見

直
し
た
い
と

思
い
ま
す
。」

な
ど
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

連
合
は
二
月
八
日
～
一
〇
日

に
か
け
て
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア

ゲ
応
援
団
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
特
に
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
契
約
・
派

遣
な
ど
で
働
く
人
た
ち
に
向
け

た
全
国
一
斉
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
八
日
～
一

〇
日
に
新
聞
広
告
を
全
県
版
に

掲
載
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
七

日
～
一
〇
日
の
間
Ｃ
Ｍ
を
実
施

し
た
ほ
か
、
各
地
協
で
は
、
周

知
街
宣
を
実
施
、
情
報
誌
や
市

報
へ
の
広
告
や
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を

お
こ
な
う
な
ど
幅
広
く
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
あ
る
こ
と

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
連

合
新
潟
に
寄
せ
ら
れ
た
労
働
相

談
は
一
六
件
と
、
ふ
だ
ん
よ
り

も
多
く
の
相
談
件
数
と
な
り
ま

し
た
。
相
談
の
内
容
は
、「
雇

用
継
続
に
対
す
る
不
安
」「
長

時
間
労
働
や
未
払
い
賃
金
に
つ

い
て
」「
雇
用
契
約
に
関
し
て
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
人
以
外
か
ら
の
相
談
も
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

春
季
生
活
闘
争
の
大
き
な
柱

の
一
つ
が
、
非
正
規
労
働
者
を

含
め
た
す
べ
て
の
労
働
者
の
処

遇
改
善
で
す
。
組
織
化
さ
れ
て

い
な
い
多
く
の
非
正
規
労
働
者

の
雇
用
や
労
働
条
件
の
解
決
に

向
け
て
運
動
を
展
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
四
月
か
ら
は
条

件
を
ク
リ
ア
ー
し
て
い
れ
ば

「
無
期
労
働
契
約
」
へ
の
転
換

を
、
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
雇
止
め
」

問
題
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
多
く

の
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
や
労

働
条
件
の
解
決
に
向
け
、
連
合

の
果
た
す
べ
き
役
割
を
あ
ら
た

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
労
働
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
に
な
り
ま
し
た
。


